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1. Introduction 
現在の大規模シミュレーションは，その結果をPCで可視化す

ることが困難になった．そのためシミュレーションと同時に
HPC上で可視化を行うIn-Situ可視化が注目されている．我々
はIn-Situ可視化ツールVISMO(VISualization MOdule)の 開発
や，地球シミュレータ用のツールを開発している． 

2. VISMO 
2.1 ターゲット 
Computers : クラスタ計算機  
Simulation Codes : MPIで領域分割法で並列化されたPICコー
ド, MHDコード 
Design：Fortran 90のmoduleとして開発 
 
2.2 可視化手法 
粒子 : 球表示 
スカラデータ:スライス, 等値面, ボリュームレンダリング 
ベクトルデータ: 矢印表示, 流線（チューブ） 

まとめ 
• 点群を用いて，様々な方向から観察可能とした． 
• ベクトル機用のツール開発では，ベクトル化率 98%を達成した． 
• 本ポスターは，プラズマシミュレータシンポジウム2017でポスター発表し
たものに新規に得られた結果を加筆し再構成したものです. 
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データサイズ：1024x1024x1024, 画像サイズ1024x768 
(a) VISMOにより出力した静止画， 
(b) VISMOにより(a)と同じ可視化パラメータで出力した点群を
ビューアにより再構成した図 

(c) 点群をCAVEに表示 

2.3 点群(Point Clouds) 
In-Situ可視化では，一般に可視化した結果は通常画像として
出力する．我々はIn-Situ可視化した結果を点群として出力す
る機能をVISMOに加えることで，対話的にどの方向からも等
値面などの3次元オブジェクトを観察可能にした， 

(a) (b) (c) 

3. 可視化手法のベクトル化 
地球シミュレータなどのベクトル計算機上で，可視化を実行
するには，可視化手法のアルゴリズムのベクトル化が必須と
なる．我々は，レイキャスティング法，粒子ベースボリューム
レンダリング法のベクトル化を検討している． 

スカラ計算機用の可視化ツールのソースコードをベクトル計
算機向けに修正し，地球シミュレータのインタラクティブのー
どで性能評価を行なった。並列化が今後の課題である。 
 
3.1 レイキャスティング法 

主にボリュームレンダリング法に使用する描画法であるが，
等値面表示やスライスの表示にも使用できる．我々は，Yin-
Yang格子向けのレイキャスティング法のベクトル化を検討し
ている． 

現バージョンでは，ボリュームレンダリング，等値面表示とも
ベクトル化率が約98%でスカラバージョンと比較して14倍以上
スピードアップしている． 

3.2 粒子ベースボリュームレンダリング 

大規模非構造ボリュームデータ向けのボリュームレンダリン
グ手法で，格子をソーティングする必要がない． 

粒子生成法として一様サンプリング法，およびメトロポリスサ
ンプリング法をベクトル化した． 
いずれのサンプリング法もベクトル化率が98%以上で，5倍以
上のスピードアップをしている． 

200(R)×190(θ)×280(Φ)×2, 単精度実数である． 
画像サイズ1024×768.  
JAMSTECのVFIVEダウンロードページより． 

KVS(Kyoto Visualization System)の
サンプルデータ 
セル数：12936 
頂点数：2896 
生成された粒子数：約 130000 
繰り返し回数：145 
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2.4点群の取得 
等値面：３方向からの 
レイキャスティングで 
取得する 
 
スライス：ユーザーが設定した画像 
解像度と同程度の解像度 
 
矢印：位置と方向など 
 
流線：Runge-Kutta積分で計算した点を画像解像度に合わせ
て間引きして取得する 
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